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赤
間
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

事
業
の
完
成
を
祝
し
て
２
月
26

日
、
駅
前
の
特
設
会
場
で
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、平
成
10
年
か
ら
、

市
の
中
心
拠
点
と
し
て
赤
間

駅
周
辺
整
備
事
業
に
着
手
。

約
89
億
円
を
か
け
た
市
の
中

心
拠
点
整
備
が
、
よ
う
や
く

完
成
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
谷
井
博
美
市

長
を
は
じ
め
、
地
権
者
ら
関

係
者
約
１
０
０
人
が
参
加
。

式
典
で
谷
井
市
長
は
「
赤
間

駅
周
辺
が
市
の
中
心
市
街
地

と
し
て
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ

う
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

着工から
14年

赤
間
駅
北
口

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　

完
成
を
祝
う

　
ま
た
、
北
口
駅
前
に
設
置
し

た
時
計
の
除
幕
式
を
実
施
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
赤
間
西

小
学
校
の
児
童
19
人
が
、
地

元
・
土
穴
で
祝
い
事
や
お
祭
り

な
ど
で
踊
ら
れ
る「
お
面
踊
り
」

を
披
露
し
て
、
式
典
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

●
現
地
事
務
所
を
廃
止
し
ま
す

　
３
月
31
日
で
、
建
設
課
の
現

地
事
務
所
を
廃
止
。
市
街
地
整

備
係
が
市
役
所
本
庁
内
に
移
転

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課

�

☎
（
36
）
１
５
７
７

健
診
受
診
率
ア
ッ
プ
へ

一
歩
前
進

まちづくり
市民会議

UPU

　

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
各
団
体
が
前
向
き
に
議
論

す
る
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
を
１
月
29
日
、
市
役

所
で
開
催
。
３
回
目
と
な
る
今
回
は
「
地
域
で
の
健
康

づ
く
り
活
動
と
行
政
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
、
市
民
活
動
団
体
、
無
作
為
で
選

ば
れ
た
市
民
、
市
職
員
ら
総
勢
41
人
が
「
健
診
受
診
率

の
向
上
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」を
議
論
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

経
営
企
画
課　

☎
（
36
）
１
１
９
２

班の意見を発表する参加者（中央）

健
診
受
診
率
向
上
の
た
め
に
意
見

を
出
し
合
う
参
加
者
の
み
な
さ
ん

除
幕
式
で
披
露
さ
れ
た

北
口
駅
前
の
時
計

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る
「
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
各
団
体

が
、
自
分
た
ち
の
活
動
だ
け
で

な
く
、
効
果
的
に
連
携
し
た
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
座
長
は
、
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
十
時

裕
（
と
と
き
・
ひ
ろ
し
）
さ
ん
。

各
班
の
進
行
役
は
、
各
団
体
を

つ
な
ぐ
中
間
支
援
組
織
と

し
て
活
動
し
て
い
る
「
む

な
か
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

メ
ン
バ
ー
が
務
め
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
や
が
ん
な
ど
の
疾
病
を
早

期
に
発
見
し
て
適
切
な
改
善
や

治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
住
民

健
診
の
受
診
を
推
進
。
健
診
結

果
に
基
づ
い
て
保
健
指
導
を
実

施
す
る
な
ど
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
健
診
の
受
診

率
は
目
標
に
達
し
て
い

ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
病
に

着
目
し
た
特
定
健
診
（
対

象
＝
40
歳
〜
74
歳
）
の
平

成
22
年
度
の
目
標
受
診
率

は
50
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た

が
、
対
象
者
１
万
５
３
１

８
人
に
対
し
て
受
診
者
４

１
７
７
人
と
、
受
診
率
は

わ
ず
か
27
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
住
民
健
診
は
、
宗
像
医
師
会

病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン

タ
ー
健
診
）、
メ
イ
ト
ム
宗
像

や
各
地
区
の
コ
ミ
セ
ン
（
地
域

健
診
）、
個
別
医
療
機
関
（
特

定
健
診
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
）

で
受
診
で
き
ま
す
が
、
セ
ン

タ
ー
健
診
は
定
員
増
加
を
見
込

め
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
、
地
域
健
診
の
受
診
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
課
題
を
議
論

し
ま
し
た
。

　
各
班
か
ら
は
、「
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
が
分
か
り
に
く
い
」

「
健
診
の
必
要
性
の
Ｐ
Ｒ
が
不

足
し
て
い
る
」「
会
場
で
の
待

ち
時
間
が
長
い
」「
高
齢
者
の

交
通
手
段
が
な
い
」
な
ど
の
課

題
が
挙
げ
ら
れ
、「
地
域
健
診

の
ど
こ
が
改
善
さ
れ
れ
ば
い
い

の
か
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市

民
活
動
団
体
が
具
体
的
に
で
き

そ
う
な
こ
と
は
何
か
」
な
ど
解

決
策
を
議
論
。「
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
成
時
に
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
参
加
す
る
」「
待
ち
時

間
を
快
適
に
す
る
た
め
、
会
場

で
音
楽
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
流
す
」「
高

齢
者
の
た
め
に
送
迎
の
支
援
を

す
る
」「
地
域
で
声
か
け
を
し

て
健
診
へ
の
受
診
を
促
す
」
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
体

的
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
、
心
身
の
健
康
保
持
に
つ
な

が
る
「
住
民
健
診
」。
受
診
率

ア
ッ
プ
に
向
け
て
一
歩
前
進
し

た
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

＊
詳
し
く
は
、
市
ＨＰhttp://

w
w
w
.city.m

unakata.
lg.jp/

→
「
市
内
に
お
住
ま

い
の
方
」
→
「
市
の
政
策
」

→ 

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す

地島～鐘崎 渡船航路
49年の歴史に幕

　1963（昭和38）年の就
航から49年。渡船航路の
変更に伴い、地島～鐘崎
航路が１月31日、49年の
歴史に幕を閉じました。
　市では、岬地区コミュ
ニティ・センターで同日、
地元のみなさんへの思い
を込めて「感謝式典」を開
催しました。
　式典では、谷井博美市
長が「鐘崎のみなさんに
は、49年間にわたり航路
を支えていただき、あり
がとうございました。寄
港地が神湊へ変更となり
ますが、今後も渡船事業
を温かく見守ってくださ
い」とあいさつ。玄海中学
校の吹奏楽部のみなさん
が、トーンチャイムで「蛍
の光」を演奏するなど、長年の功績に対して感謝を表しました。
　式典後、18時20分発の最終便が鐘崎港を出港。約100人が名残惜
しそうに、地島へ向けて出港した最終便を見送りました。
＊２月１日から「地島〜神湊」に渡船航路が変更になりました

■問い合わせ先　渡船課　☎（36）００２６

感謝式でトーンチャイムの演奏を披露する
玄海中・吹奏楽部のみなさん

地島への最終便を
手を振って見送る人たち


